





















に関する共同研究」での報告 ’Japan’s Immigration Policy and the EPA between the 
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　　　Speciﬁc Commitments for the Movement of Natural Persons
　　Section ６
　　　Natural Persons of the Philippines who Engage in Supplying Services as Nurse 
or Certiﬁed Careworkers or Related Activities, on the Basis of a Contract with 
Public or Private Organizations in Japan, or on the Basis of Admission to Public 
or Private Training Facilities in Japan







































看護 － １０４名（ ４7施設） －
介護（就労） － １０４名（ ５３施設） －
平成２１年度
看護 9３名（ ４５施設） １7３名（ 8３施設） －
介護（就労） １9０名（ 9２施設） １89名（ 8５施設） －
介護（就学） ２7名（ １２施設） － －
平成２２年度
看護 ４6名（ ２7施設） ３9名（ １9施設） －
介護（就労） 7２名（ ３４施設） 77名（ ３４施設） －
介護（就学） １０名（ ８施設） － －
平成２３年度
看護 7０名（ ３6施設） ４7名（ ２２施設） －
介護（就労） 6１名（ ３３施設） ５8名（ ２9施設） －
平成２４年度
看護 ２8名（ １５施設） ２9名（ １５施設） －
介護（就労） 7３名（ ３５施設） 7２名（ ３２施設） －
平成２５年度
看護 6４名（ ３１施設） ４8名（ ２２施設） －
介護（就労） 87名（ ３7施設） １０8名（ ４２施設） －
平成２6年度
看護 ３6名（ １9施設） ４１名（ ２２施設） ２１名（ １１施設）
介護（就労） １４7名（ 6４施設） １４6名（ 6１施設） １１7名（ 6２施設）
平成２7年度
看護 7５名（ ３０施設） 66名（ ２５施設） １４名（ ８施設）
介護（就労） ２１8名（ 89施設） ２１２名（ 8５施設） １３8名（ ５8施設）
平成２8年度
看護 6０名（ ２8施設） ４6名（ ２１施設） １8名（ １０施設）




看護 ４7２名（１１１施設） ５9３名（１５7施設） ５３名（ ２４施設）
介護（就労） １１２４名（２7２施設）１１99名（２４9施設） ４１7名（１４５施設）











コース 入国年度 フィリピン インドネシア ベトナム 合計
看護
平成２０年度 － ２４名 － ２４名
平成２１年度 １５名 ４２名 － ５7名
平成２２年度 １１名 １４名 － ２５名
平成２３年度 １9名 １２名 － ３１名
平成２４年度 ５名 ７名 － １２名
平成２５年度 １8名 ８名 － ２6名
平成２6年度 ７名 ２名 １２名 ２１名
平成２7年度 ２名 － 3名 ５名
合計 77名 １０9名　 １５名 ２０１名　
介護※
平成２０年度 － ４6名 － ４6名
平成２１年度 ５０名 8２名 － １３２名
平成２２年度 ３２名 ５４名 － 86名
平成２３年度 ２7名 ３8名 － 6５名
平成２４年度 ２6名 ４２名 － 68名
平成２５年度 ５名 － － ５名
平成２6年度 － － － －


















前２０,０００円 / １名，国家資格取得後１０,０００円 / １名，それぞれ１年間あ



























































































































































































の調査によれば，長期間ケア労働（Long-term Care Workfoece ）に従事
する者のうち外国生まれの人の割合は，イタリアでは約１００万人で7２％
　Fujisawa,R. and F. Colombo(２００9), “The Long Term Workforce: Overview and 
Strategies to Adapt Supply to a Growing Demand”, OECD Health Working Papers, 
No.４４, OECD publishing, `OECD doi:１０.１78１/２２５３５０6３8４7２, p.１４
　Long-Term Care Workforce とは，高齢者は障害者など日常生活に支障のある
人に対して，日常生活を行うことへの支援を行う労働者であり，OECD では医
療ケアやリハビリなどの支援とは区別して使用している。’Definitions of Long-



























　OECD(２０１１), Help Wanted? Providing and Paying for long-Term Care, p.１7４.
　Ibid., p.１7５.























































　Angennedt, Steffen, Jessica Bither, Astorid Ziebarth, ' Creating a Triple-win through 






























　Manolo Abello, August Gachter, Juliet Tschark(２０１４),  A Triple Win in Migration: 






















































　Speranta Dumitru(２０１４), ‘ From “brain drain” to “care drain”: Women’s labor mi-
gration and methodological sexism,’ Women’s Studies International Forum ４7,p.２０３.































　Stephen Castles and Derya Ozkul(２０１４), ‘ Circular migration: Triple Win, or New 
Label for Temparary Migration,’ in G. Battislella（ed.) Global and Asian Perspectives 
on International Migration, Global Migration Issues ４, Springer,
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かに定着させていくかを考えるためには，「移民政策」として社会への
統合も視野にいれた総合的なスキームが必要となっているのではないだ
ろうか。
